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むすびにかえて
はじめに





































第章 新製品開発における R&D 機能，マーケティング機能の統合
第節 R&D とマーケティングの非統合状態がもたらす不都合
近年，市場での企業の競争優位獲得の行方を左右する新製品開発活動において，当活動の最大の

































































合に焦点を当ててきた。Slevin and Narayanan (1997）は，新製品開発過程を◯計画フェーズ，◯
製品開発フェーズ，◯商業化フェーズの 3 段階に分け，各段階における R&D 活動とマーケティン
グ活動の関与と情報共有の程度を計測した。1980年代には，Gupta Raj and Wilemon (1986）によ
って，R&D 活動とマーケティング活動の統合モデルを提示し，それに基づく実証研究を行った。
彼らのモデルはその分析対象として組織レベルでの「統合」を設定，考察している。その後，
Gupta Raj and Wilemon (1986）によって概念化された統合モデルに対し，彼らのモデルをより実
務の実態に適応させるために，Gri‹n and Hauser (1996）らによって，プロジェクトレベルの
「統合」の考察が試みられ，それ以降，組織レベルでの「統合」に関する実証研究と，プロジェク
トレベルでの「統合」に関する実証研究の 2 種類の研究が主流となっている。
ここで，本論文において基盤となる上述の Gupta Raj and Wilemon (1986）と Gri‹n and
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図 組織レベルの統合モデル
出所Gupta Raj and Wilemon (1986) ``A Model for Studying R&DMarketing




Hauser (1996）らの 2 つの研究で提唱された理論モデルについてそれぞれ言及しておく。
周知のように，企業の新製品開発やイノベーションの研究に関しては，R&D 活動とマーケティ
ング活動の 2 つがともに大きな役割を果たすものとされてきた。この分野の初期の研究である
Gupta Raj and Wilemon (1986）では，R&D 活動とマーケティング活動の双方の統合が概念モデ
ルとして示され，そこでは統合の必要性と実際の統合の実現度との間のギャップの程度が新製品開
発の成功に影響を及ぼすとされた（図 2）。
また，Gri‹n and Hauser (1996）は R&D とマーケティングの統合に関する彼ら以前の諸研究を
レビューし，従来の統合モデルをより現実の実態に適応させるために，プロジェクトレベルの統合
モデルを構築した。当モデルでは，統合に対する 6 つの異なる先行要因メカニズム｛relocation
and physical facilities design（配置と施設），personnel movement（人の移動），informal social
systems（社会システムと文化），organizational structures（組織構造），incentives and rewards
（誘因と報酬），formal integrative management processes（公式な統合手段）｝を抽出し，これらの









出所Gri‹n and Hauser (1996) ``Integrationg R&D and Marketing: A Review













































でにも幾らか研究されてきている。たとえば，K. Kim et al (2003）らの研究によって提唱された
国境を超えた事業遂行時の，部門間統合を管理する 4 つの管理メカニズム（1）「人」を軸とした
統合，（2）「情報」を軸とした統合，（3）「公式化」を軸とした統合，（4）「集権化」を軸とした統






カニズムの研究は，Gri‹n and Hauser (1996）らの統合メカニズム（relocation and physical
facilities design, personnel movement, informal social systems, organizational structures, incen-
tives and rewards, formal integrative management processes）に収束されると考えられる。また，
それらは前述した「理念的統合」以外の「情報的統合」「機能的統合」の構成要素も含まれている
と言えよう。加えて，Gri‹n and Hauser らの統合メカニズムと新製品開発成果との因果関係の実













































出所Zongyang Leng, Zhiying Liu and Min Tan, Jiangang Pang (2015)
``Speed leaders and quality champions, Analyzing the eŠect of market
orientation and technology orientation alignment on new product innova-




































必要であるとも換言できる3。これらの議論を踏まえると，Gri‹n and Hauser らの統合メカニズ
ム（relocation and physical facilities design, personnel movement, informal social systems, or-










出所Gri‹n and Hauser (1996) ``Integrationg R&D and Marketing: A Review and Analysis of the
Literature'' Journal of Product Innovation Management, 13(3), pp191215. をもとに川上
（2005）川上智子（2005）『顧客志向の新製品開発―マーケティングと技術のインターフェイ
ス―』有斐閣，p82。が作成したものを筆者が修正。






概念に相当するため，Narver and Slater (1990）らの提唱する組織文化としての「市場志向」の構
成概念と合致すると考えられる。加えて，「市場志向」を上位概念として運用される統合化の管理




































































Yoram Wind, Susan Douglas, Howard Perlmutter (1969）らの論文は，1970年代までの国際経
営の在り方を類型化した本領域においては初期の頃の代表的な論文である。彼らは企業の経営者の
志向性に焦点を当て，以下のようなパターンの分類化を提唱した。すなわち Ethnocentric, Poly-
centric, Geocentric であり，後に，彼らは，Geocentric の前段階として Regiocentric を位置づけた
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